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乳児期の親子のための音楽活動について
―ノルウェーにおける音楽活動プログラムの一例―
Music Activities for Babies and Parents
― Based on a Music Activity Program in Norway―
持 田 葉 子＊
Abstract
It is important for parents to sing a song to their babies as well as touching and swinging babies'
bodies to the sound of music and songs because it encourages emotional interaction between parents
and children. Therefore it is important for child‒support programs to promote fun music activities for
parents and children so parents can learn the joy of communicating with their babies and
strengthening their relationship. So, I focused on a music activity program for parents and babies in
Norway that I participated and reviewed the purpose and content of it. This music activity program
was mainly singing action songs with a well‒balanced combination of moving, listening and making
sounds. It also allowed parents and babies to share music using their bodies.
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Ⅰ．はじめに
最近では子育て支援の場において、未就園児と親
を対象にした音楽活動がよく行われるようになって
きた。その活動は、わらべうた遊び、手遊び・歌遊
び、リズム体操、リトミック、楽器遊び、表現あそ
び、コンサート等さまざまである。
こうした親子での音楽活動、とりわけ親子が声や
音でやりとりしたり、音楽や歌に合わせて身体を触
れ合ったりすることは、親子間の情緒的な相互交流
を促すと言われている。斎木（2008)1)は、子育て
支援における 0，1，2歳児の親子のわらべうた実践
報告において、わらべうた遊びをすることで、「子
どもの成長、発達のみではなく、大人側の内面にも
変化がおこり、子育てへの気持ちや活力がポジティ
ブになり、その変化がまた子どもに伝わるという相
互作用によって、お互いの関わりが深まっていく。」
と述べている。また、石川・大沼（2009)2)は斎木
の実践を含むつの実践事例を検討し、その中で
「子育て支援においては、声や音でやりとりしたり、
リズムや動きをともに感じたりすることが、養育者
と子どもの間のかかわりを育む上で有効であること
が示唆された。」と述べている。
乳児期の親子のかかわりを考えるとき、赤ちゃん
が泣くと親は「どうしたの、イヤイヤなの」と抱い
てあやしたり、赤ちゃんが何か声を出すと「あ〜
あ〜、そうだね〜」と答えたりなど、声と動きでや
りとりをしているであろう。このような親が赤ちゃ
んに話す時には、マザリーズと呼ばれる大人に話し
かける時とは異なる方法を自然に用いている。その
特徴はやや高めの声で、ゆっくりと大きな抑揚がつ
いた短いフレーズであり、いわば簡単なメロディの
ようなものである｡3) 赤ちゃんはマザリーズによく
反応し、それは親子間の音声によるコミュニケー
ションを促進させる役割を果たし、赤ちゃんの言語
発達等の重要な要素となっている。また、「いない
いないばあ」や「おつむてんてん」などの遊びにお
いても、大人は自然に抑揚をつけて唱えかけている
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1）斎木美紀子 2008 わらべうたにより育まれるもの―子育て支援における実践の検討―音楽教育研究ジャーナル第30
号 東京芸術大学音楽教育研究会 p. 20
2）石川眞佐江・大沼覚子 2009 乳幼児期における表現の育ちを支える音楽教育―保育及び子育て支援における試みの
検討― 日本音学教育学会編「音楽教育学の未来」音楽之友社 p. 177
3）呉 東進 2009 赤ちゃんは何を聞いているの？音楽と聴覚から見た乳幼児の発達 北大路書房 p. 9
し、子どもの反応に呼応してその抑揚や間を変化さ
せ、また赤ちゃんの身体をリズミカルに触ったり、
スキンシップを取ったりする。こうした親子の日常
で行われる声と動きによる音楽的なやりとりは、両
者のかかわりを強めると同時に、子どもの表現の育
ちへとつながるものである。
しかしながら、現代の子育て環境を見るとき、世
代間での育児の伝達や育児の手本を見る機会も殆ど
なく、赤ちゃんにどのように話しかけたり遊んだり
すればよいかわからない親も増えている。その意味
で、先にあげた斎木の実践に見られるような親子の
わらべうた遊びやリズム遊び等の実践は意義あるも
のであり、子育て支援において親子で楽しめるわら
べうた遊び等を中心とした音楽経験の場を設け、そ
れを家庭に持ち帰って子どもとコミュニケーション
をとる心地よさを味わい、かかわりを深めていくこ
とができるよう更なる継続的な活動を行っていくこ
とが求められる。また音楽教育に関わるものが、子
育て支援の現場と更に連携していくことが必要であ
ろう。
こうした現状の一方で諸外国、特に北欧諸国にお
いては、おおよそ1990年代より乳児期の親子のため
の音楽活動と研究が進められ、現在ではその活動が
盛んに行われている。そこで本稿では、特にノル
ウェーにおける乳児期の親子を対象にした音楽活動
を取り上げたい。ノルウェーでは、音楽教育の専門
家や音楽療法士たちが、就学前の子どもと親、特に
乳児と親のグループ音楽活動を積極的に主催し、ま
た組織的に活動と研究が行われている。筆者はノル
ウェーに滞在した際、そうした音楽活動グループに
約半年間参加したが、その際の内容の一例を取り上
げ、今後の子育て支援における乳児期の親子へ向け
た音楽活動内容を考える一助としたい。
Ⅱ．ノルウェーで参加した乳児期の親子
のための音楽活動の実際
．概要
ノルウェーでは、音楽教師や音楽療法士等が積極
的に就学前の子どもと親、特に乳児と親のグループ
音楽活動を主催している。その背景には、親が子ど
もと遊び歌で遊んだり、子守唄を歌って聴かせたり
という、これまで家庭で自然に行われてきた音楽行
為が減少していることに対する危機感があった。そ
のため1990年に、音楽を通した親子のコミュニケー
ションを取り戻すことを目的に協会が設立され4)、
親子の音楽活動を啓蒙している。協会では親子の音
楽活動の重要性について以下のように述べてい
る｡5) そのつは、歌と遊びを通したリズミカルな
身体の動き、そして母親や父親の声は子どもの情緒
を安定させること。もうつは、子どもにとって音
楽は、言葉が話せなくても人とコミュニケーション
を図る手段となることである。こうした音楽を通し
た親子の関わりの重要性の認識とともに、音楽教師
たちを中心に積極的に親子のための音楽活動が行わ
れるようになった。具体的には、保育所、教会内、
公民館、個人の音楽教室などで、リーダー（多くは
音楽教師や音楽療法士）を中心に、グループ組
〜10組ぐらいの親子が集まり、大抵は同じメンバー
での活動がか月間を目安に継続的に行われている
ことが多い。現在は、全国148か所が協会に登録さ
れている。
．プログラム
では、実際にどのような音楽活動が行われている
のか、ここでは筆者がノルウェーのオスロで参加し
た乳児と親の音楽活動について見ていきたい。
筆者が参加したのは、ノルウェーでも指導者的立
場の音楽教育者である Åslaug Berre氏が主催して
いるグループで、月齢か月〜カ月の乳児親子、
月齢か月〜歳の乳児親子、また歳児の親子の
グループ音楽活動をそれぞれ行っている。参加した
時期は、2005年月〜月の毎週回と、その後
2006年月〜月の月回である。Berre氏に確認
したところ、現在も同じ活動内容で行っているそう
である。場所は、オスロの中心街に位置する古い洋
館の一室で、グランドピアノが置かれ、親子が円に
なれるスペースと、歩き回れるスペースが十分にあ
る部屋である。また別室では授乳やおむつ替えがで
きるようになっている。
活動はどの年齢のグループも、それぞれ最大11組
の親子が集まり、同じメンバーで週回ヶ月間
（12回）続けられた。回の時間は約45分〜60分で
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4）名称は「Forningen Musikk fra livets begynnelse」。1990年に設立され、現在の会員数は約500名。会員は、音楽教育
者や研究者をはじめとして音楽療法家や保育者で構成され、筆者もノルウェー滞在中は会員として研修等に参加し
た。協会では、特に赤ちゃんと親のための音楽活動の啓蒙や、音楽活動を行うリーダーの研修等を行っている。
5）「Forningen Musikk fra livets begynnelse」のリーフレットより
あるが、初回は30分から始め、慣れてから時間を増
やすようにしている。活動の前後では、リーダーと
親、また親同士の交流が深まるようリーダーと親が
赤ちゃんの普段の様子について話したり、親同士が
お茶を飲みながら話をしたりする時間が設けられて
いる。
本章で取り上げるのは、月齢か月〜か月の乳
児とその親組における、12回のうちの回目の活
動内容である。このグループでは、「遊び歌」「子守
唄」「音遊び」「ダンス」などが行われ、親が自然に
歌を覚えていけるようか月通して同じ歌やダンス
をプログラムに組み入れていた。12回の間に行う活
動は子守唄曲、遊び歌15曲、ダンス曲である。
記録については、筆者が許可を得てビデオ撮影を
行った。以下にそのプログラムの内容を挙げる。
（活動内容と写真の掲載について Berre氏に承諾
をいただいた。）
部屋には、参加者が顔をお互いに見合わせられる
ように、人数分の椅子が丸く置かれている。（この
回は全員が母親であったが、父親や祖父母が来るこ
ともある。）親は赤ちゃんを抱っこして椅子に座る。
）オープニング：リーダーのピアノ演奏を聴く
（曲名：グリーグ：「アリエッタ」）
お母さんが赤ちゃんを抱っこして座り、リーダー
がピアノ曲を弾く。曲が鳴っている間、ぐずってい
る赤ちゃん、じっと聴いている赤ちゃんなど、その
様子はいろいろであるが、お母さんたちは気持ちよ
さそうに聴き入っている。これは、赤ちゃんに生の
音を聴かせるねらいもあるが、親たちがリラックス
するようにという配慮が含まれている。
）挨拶の歌（曲名：「Her sitter Simon」）
リーダーが一人の赤ちゃんの目の前で、ＣとＧの
つのチャイムバーを鳴らしながら挨拶の歌を歌
う。歌の中には、赤ちゃんの名前を呼ぶ箇所があ
り、順番に一人ずつの赤ちゃんの前で歌い、お母さ
んたちも一緒に歌う。（写真）
この日は回目ということで、お互いの名前を
知っているためお母さんたちも大きな声で歌う様子
が見られた。自分の目の前でリーダーが歌うと足を
バタバタとさせる赤ちゃんもいる。またチャイム
バーをじっと見つめて、それにとても興味を示し、
時には手にとってなめる様子も見られた。
	）遊び歌（曲名：「Trå fimpen」譜例）
赤ちゃんをお母さんが支えながらひざの上に乗
せ、歌に合わせて馬に乗っている感じで上下に足を
揺らしながらリズミカルに歌う。（写真）
日本のわらべうたの「うまはとしとし」のような
遊び。上下に揺らすと赤ちゃんは嬉しそうである。

）唱え歌遊び（曲名：「Gå i skogen」）
赤ちゃんを床に寝かせて、お母さんが「Gå i
skogen」の唱えことばを唱えながら、リズミカル
に赤ちゃんの頭、顔、お腹、足などを順番にさわる。
（写真）
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（写真：挨拶の歌を皆で歌っている） （写真：歌に合わせて上下にはずんでいる）
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）遊び歌（曲名：「Sko Blakken」）
赤ちゃんを床に寝かせて、「Sko Blakken」という
遊び歌を歌いながら、赤ちゃんの足の裏を軽く叩い
たりなでたりする。（写真）
赤ちゃんは、体を撫でてもらっていると、とても
気持ちよさそうにしている。お母さんもゆったりと
した面持ちである。リーダーは、できるだけ優しい
穏やかな声で唱え歌い、その場の雰囲気をゆったり
したものにしている。
）ダンス（曲名：「Sabokoaja」）
広いスペースで、お母さんは赤ちゃんを抱っこし
て立ち皆で円になる。リーダーが太鼓を叩きながら
歌い、皆も歌いながら輪になって歩いたり簡単な振
付けで動いたりする。今回は「Sabokoaja」という
アフリカの曲にノルウェー語の歌詞をつけて踊って
いる。（写真）
赤ちゃんを抱っこしているので、複雑な動きは避
け、歩く方向を変えたり、くるっと回ったりという
ような単純な動きである。赤ちゃんは、リズミカル
な動きと共に移動することが楽しい様子で、まわり
をきょろきょろ見回して、ご機嫌になる赤ちゃんが
多い。
またこの活動では赤ちゃんを親の内側に向けて
抱っこしていたが、赤ちゃんが嫌がらなければ視界
が変化するように外向きに抱くこともある。
）音遊び（曲名：「Bom, bom nå spiller jeg」）
お母さんが床に座り、赤ちゃんはお母さんにもた
れるように座る。リーダーが床をこぶしでたたいて
音を出しながら歌を歌う。お母さんも一緒に床を叩
きながら歌う。
）子守唄（曲名：「Kysje Roe」）
リーダーが、スカーフを振りながら子守唄を歌
う。スカーフが揺れると、赤ちゃんはそれをじっと
見つめる様子が見られる。静かな歌と同時に柔らか
なスカーフがゆっくり揺れると、その場の雰囲気が
ゆったりしたものになる。お母さんは赤ちゃんを
抱っこして揺らしながら歌ったり聴いたりしてい
る。
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（写真：赤ちゃんを抱っこして踊っている）
（写真	：唱え言葉をとなえながら赤ちゃんの身体を触る） （写真
：歌いながら赤ちゃんの足の裏をなでる）
Ⅲ．考察
活動は、生のピアノ曲を聴く、挨拶の歌を歌うと
いう導入部分を経て、子守唄や動きを伴う遊び歌を
歌う、赤ちゃんを抱いて歌いながらダンスをする、
歌いながら音を出すなど、歌うことを中心に聴く、
動く、音を出す活動が組み合わされていた。また親
が歌のリズムに合わせて赤ちゃんの身体を触った
り、抱っこして揺れたりというように、身体を通し
て音楽を共有する姿が合った。以下でそれぞれの活
動について考察する。
．歌う活動
まず活動の最初に歌った「挨拶の歌」であるが、
この歌は非常にシンプルで、また歌の間に子どもの
名前を呼ぶようになっている。毎回の活動の冒頭に
こうした簡単で人ひとりの子どもの名前を呼ぶ歌
を皆で歌うことによって、それぞれの親子がグルー
プの一員として認められているということを感じる
ことができ、安心して活動に参加していくことがで
きる。また、一人ずつの赤ちゃんに歌いかけること
によって、リーダーはその赤ちゃんの反応や個性を
より知ることができ、また親も、お互いの赤ちゃん
についてよく知ることができる。
ノルウェーの遊び歌やとなえ歌はつあったが、
すべて古くから伝わるもので、またそのどれも動き
が伴うものである。Gulle Stehouwer（1998)6)が乳
児の発達に沿った音楽活動を分類しているが、それ
によると月齢か月からカ月の赤ちゃんでは、
「大人の支えで膝の上に座り上下に揺らしながら歌
うもの」「大人が膝を立てて仰向けに寝て、赤ちゃ
んをその膝の上に座らせて歌うもの」「床に寝かせ
て身体を触りながら歌うもの」が適しており、それ
に照らすと、今回の遊び歌は、いずれも参加してい
る赤ちゃんの発達に沿った内容であった。遊び歌
は、メロディ、言葉、動きが一体となったものであ
り、それはすなわち、赤ちゃんが親の肉声、言葉の
抑揚、リズムへの同期とスキンシップの心地よさを
一体的に感じることができるものである。このグ
ループの活動においても、遊び歌が活動の中心に位
置づけられている。活動の間、お母さんは優しい表
情で赤ちゃんを見て身体を触りながら歌いかけてお
り、両者の豊かなコミュニケーションを見ることが
できた。
また子守唄では、歌に入る前にリーダーがスカー
フを赤ちゃんの前で揺らしていたが、そのスカーフ
枚でそれまでざわついていた空間がゆったりとし
た空間に変わり、子守唄を聴く環境が作られてい
た。
．ダンス
ダンスの曲はノルウェーの民俗音楽や外国の
フォークダンス曲を使っていた。赤ちゃんを抱っこ
して簡単に動けるように、リーダーが曲に合わせて
振り付けをしている。音楽に合わせて身体を動かす
ことは、お母さんにとっても楽しく、お母さん同士
で顔を見合せながらタイミングを取ったりして、グ
ループの一体感が感じられた。また楽しさから赤
ちゃんを高く上にリズミカルに抱き上げながら踊っ
たりしている様子が見られ、踊ることはお母さんの
気持ちを開放しているようであった。このお母さん
の躍動感のある動きが赤ちゃんにも伝わり、親子で
同じリズムを共有することを促している。
	．音を出す活動
この活動では、母親たちが歌に合わせて床を叩い
て音を出し、楽器は使われていなかった。リーダー
は床で音を出す、手拍子をする、また口笛や「タン、
タン」と舌で音を出すというように、身体を使って
様々な音色を出すようにしていた。こうした活動で
は、赤ちゃんに様々な音を聴かせることをねらいと
している。さらに月齢がカ月以上のグループで
は、卵形のエッグシェーカーやハンドドラムが使わ
れていた。Gulle Stehouwer（1998)7)によれば、
歳〜歳においては、ベル、ドラム、フィンガーシ
ンバル、小さなマラカスなどの小さい音の楽器が適
しているという。また、こうした音を出す活動は、
赤ちゃんにいろいろな音色を聴かせるというねらい
があるが、その他にも物を介した赤ちゃんと親のか
かわりを促す作用がある。呉（2009)8)によると、
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6）Gulle Stehouwer 1998 「Musikk mellom liten og stor̶musikkaktiviteter for barn 0-6 år og foreldre」Norsk
Musikforlag A/S p. 41
7）Gulle Stehouwer 1998 「Musikk mellom liten og stor̶musikkaktiviteter for barn 0-6 år og foreldre」Norsk
Musikforlag A/S p. 31
8）呉 東進 2009 赤ちゃんは何を聞いているの？音楽と聴覚から見た乳幼児の発達 北大路書房 p. 80
赤ちゃんはか月〜カ月になると、赤ちゃんの前
に差し出したマラカスに、自分の持っているマラカ
スを当てて、コツンという音を鳴らしてそのやりと
りを楽しむようになるという。このように楽器を通
したやりとりによって赤ちゃんの社会性の育ちを援
助できることを述べている。実際、歳児親子のグ
ループでは、お母さんのまねをして一緒に太鼓をた
たく姿が見られた。

．親への対応
このグループは、週に一度12回の音楽活動を行
い、筆者はその回目から参加した。最初は、親た
ちも緊張している様子であったが、回を重ねるにつ
れてリラックスして心を開いて歌うことを楽しむ様
子が見られた。このことから、継続して音楽活動を
行っていくこと、またリーダーの表現力や環境を作
る力の必要性を感じた。
また Berre 氏は、活動を通して重要なのは親の
教育であるという。親の中には、歌うことを苦手と
考える人もいる。その場合は、自分の声に自信が持
てるよう活動の中でリーダーが認めたり、そのまま
の声が赤ちゃんにとっては良いということを話した
りしていく。またか月通して行う歌やダンスなど
の情報については、親に歌をコピーして渡したり掲
載されている本等を紹介したりしている。しかし、
親がそれを課題と思ってしまわないよう家でするこ
とを勧めたり、どれぐらい家で行っているか尋ねた
りしないようにしているそうである。親が赤ちゃん
に歌いかけることを「しなければならない」と思う
のではなく、自然にしたい時に楽しむことを重視し
ているからである。
また、親は活動の中で、つい自分の子と他の子を
比較してしまうこともあり、一人ひとりの子どもが
違うということを伝えていくそうである。
Ⅳ．おわりに
本稿では、筆者の体験したノルウェーにおける乳
児期の親子のための音楽活動を取り上げた。そこで
の音楽活動は、赤ちゃんと親の関わりを深めるだけ
でなく、赤ちゃんの音楽的な発達や身体的な発達を
促すことを目的とした系統的で継続性のあるもので
あり、プログラムは歌うことを中心に、動く、聴く、
音を出すことがバランスよく組み合わされていた。
また、歌は肉声で歌われ、伴奏があるときもチャイ
ムバー音、太鼓などのシンプルなもので、その場
にいる皆の声が活かされ、親が赤ちゃんに歌いかけ
ることが大切にされていた。またどのプログラムに
おいても、歌と共に必ず動きがあり、親と赤ちゃん
が身体を通して音楽を共有する姿があった。赤ちゃ
んと親のかかわりを考えるとき、この身体性が重要
な意味を持つと考える。身体性が両者の一体感を生
み、両者の関わりを実感させるものであるからであ
る。両者の情緒的な交流を深めるためには、こうし
た身体を通したかかわりが必要不可欠である。
今回はプログラムの内容と親子の様子の報告にと
どまり、こうした活動が親の気持ちや普段の子育て
にどのように影響しているのかまで言及するには至
らなかった。今後は、筆者自身も継続的な実践を行
い、音楽活動を通して親子のかかわりがどのように
変容していくのか、特に親の心の変化に焦点を当て
て考察していくことを課題としたい。
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